
2025年３⽉期
決算説明資料

株式会社島精機製作所
2025年５⽉



⽬次

-２-

Ⅰ．2025年3⽉期決算概要 ・・・ 3P

Ⅱ．2026年3⽉期業績計画 ・・・16P

Ⅲ．株主還元 ・・・・・・・・・20P

‹補⾜資料›
・為替前提
・研究開発費・設備投資等の推移〔連結〕
・トピックス



-３-

Ⅰ．2025年3⽉期決算概要



2025年３⽉期決算概要
(百万円)
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2024年３⽉期前期⽐2025年３⽉期

３５，９１０△９．４%３２，５２０売 上 ⾼

４３０－△１１，９１４営業利益

１，０１８－△１１，４８１経常利益

１，０３０－△１４，２７５親会社株主に帰属する
当期純利益

2024年３⽉期2025年３⽉期為替レート（円）

期末為替レート（上段）１５１.４１１４９.５２
ドル・円

平均売上レート（下段）１４２.７１１５２.６５

１６３.２４１６２.０８
ユーロ・円

１５５.００１６３.８５



ハイライト
事 業 概 況
【横編機】
〈アジア市場〉
・中国市場において、景気回復の遅れから内需向けの設備投資は低調。
⾹港⼤⼿顧客による東南アジアに向けた「N.SVR®」などの主⼒機種の販売が中⼼となりましたが、横編機全体の
売上⾼は減少。
・バングラデシュは、前期に⽐べ売上⾼は増加しましたが、 7⽉中旬以降の⼤規模な反政府デモから⽣産⼯場の操業
停⽌によりサプライチェーンが停滞し、顧客の設備投資時期の遅れにより販売台数が想定を下回りました。

〈欧州・中東市場〉
・イタリア市場において、景気減速に加え昨年の暖冬の影響から有名アパレルブランドなど市場全体の
設備投資意欲が減退し、ホールガーメント®横編機、成型機ともに販売台数が減少。
・トルコ市場では、国内アパレルブランドの需要減少やEU市場の景気減速により、ファストファッションアパレルからの受注
が低調となり、前期と⽐べ売上⾼が減少。

〈国内市場〉
・国内市場は、総じてコンピュータ横編機の販売台数は前期と⽐べ減少。

【デザインシステム関連】
・欧⽶、国内の⼤⼿アパレルブランドを中⼼にSDS®-ONE APEXソフトウェアのサブスクリプションサービス
「APEXFiz®」のライセンス契約数が新規・更新ともに伸⻑。

・⾃動裁断機「P-CAM®」は、販売台数が減少。

【⼿袋靴下編機】
・海外⼤⼿ユーザーの設備投資が伸⻑したことで売上⾼が増加。

-５-



事業セグメント別売上⾼〔連結〕
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横編機

2,817百万円
（8.7%）

デザインシステム関連

⼿袋靴下編機
756百万円
（2.3％）

23,229百万円
（71.4%）

その他
5,716百万円
（17.6％）

（ ）は売上⾼構成⽐率

連結
32,520百万円



事業セグメント別売上⾼・営業利益

（百万円）

前年同期⽐
（％）営 業 利 益前年同期⽐

（％）売 上 ⾼

―△5,019△10.323,229横 編 機

△86.8113△18.72,817デザインシステム関連

△58.825+69.2756⼿袋靴下編機

―△133△6.55,716そ の 他

△6,900消 去

―△11,914△9.432,520合 計

-７-



事業セグメント（横編機事業）
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（百万円）
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横編機の売上⾼推移とホールガーメント®⽐率
横編機事業 ホールガーメント⽐率ホールガーメント®⽐率

ホールガーメント®売上⾼⽐率は19％（前年同期28％）

ホールガーメント®横編機
・⼀着丸ごと⽴体的に編み上げる「SWG®-XR」「MACH2®XS」
・環境に配慮したものづくりを実現
・ニット帽や⼿袋などファッション⼩物に最適な「SWG®-N2」

コンピュータ横編機
・パーツ毎に⽣地を編み、縫製・リンキング作業で完成させる
・編地に付加価値を⾼める「N.SRY®」「N.SIR®」「N.SVR®SP」 「N.SVR®」
・アジア等ボリュームゾーンの⽣産に⽤いられる「N.SSR®」



事業セグメント（デザインシステム関連事業）
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デザインシステム関連事業の売上⾼推移と⾃動裁断機（P-CAM®）の⽐率
デザインシステム関連事業 P-CAM売上⽐率（百万円） P-CAM®⽐率

P-CAM®の売上⾼⽐率は51％程度（前年同期55％）

３Dデザインシステム「SDS®-ONE APEX4」
・編み機のプログラミング、パターンCADに加えて、横編み、織物、
プリント、丸編みなどのテキスタイルデザインやシミュレーションに
特化したソフトウェア

⾃動裁断機「P-CAM®」
・⾃動裁断機のみならず、⽣地裁断の前後⼯程の省⼈化を
実現するため、延反からラベリング、ピックアップ装置を提供

・ 「Shima Cutting Solutions」としてアパレル業界、⾃動⾞、
産業資材、など様々な業界へ浸透を図っている

デザインソフトウェア「APEXFiz®」

・デザインシステムのサブスクリプション
型ソフトウェア

・お⼿持ちのパソコンにダウンロードし、
いつでもどこでもデザインが可能に



地域別売上⾼構成〔連結〕
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（ ）は売上⾼構成⽐率

157億円
（48％） 55億円

（17％）
19億円
（6％）

22億円
（7％）

アジア欧 州

⽇ 本
その他

中 東

連結
325億円

70億円
（22％）



地域別売上⾼〔連結〕
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前年同期⽐
（％）2024年3⽉期2025年3⽉期

△20.16,8875,500⽇ 本

△11.67,9907,065欧 州

△7.416,98115,732ア ジ ア

+1.92,2342,275中 東

+7.11,8161,946その他（海外）

△9.435,91032,520合 計

（百万円）



受注・売上・受注残四半期推移〔連結〕
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四半期別業績推移〔連結〕
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2025/32024/32023/3

4Q3Q2Q１Q4Q3Q２Q１Q４Q３Q２Q１Q

10,6567,0916,7108,0619,6287,1127,47411,69511,0388,9298,6659,252売上⾼

△2,121△7,854△1,444△493△328△391△327695△1,540△208△276△712営業利益

△1,961△7,484△1,692△343△180633△353918△1,294△198309△516経常利益

△2,994△9,153△1,744△38044616△372740△4,586△545174△686
親会社株主
に帰属する

当期純利益

9,8506,9824,7128,2248,2636,3335,4135,5079,2166,2519,0939,726受注⾼

7,3856,8255,5846,1024,4194,4283,6694,2018,7009,00110,1458,186受注残⾼

（百万円）

（百万円）



増減2024年３⽉期 期末2025年３⽉期 期末

△9,81384,01974,205流動資産

1,41523,78525,200固定資産

△88015,06614,186（有形固定資産）

△7415278（無形固定資産）

2,3708,56610,936（投資その他の資産）

△8,398107,80499,405資産合計

5,79511,83617,632流動負債

△74,0404,032固定負債

5,78815,87721,665負債合計

△14,61580,59965,983株主資本

42811,29011,718その他の包括利益累計額

△31613新株予約権

42125⾮⽀配株主持分

△14,18691,92677,740純資産合計

△8,398107,80499,405負債及び純資産合計

現⾦及び預⾦ 当期末14,129百万円（前期末14,822百万円）で、前期末より693百万円減少
売上債権 当期末35,341百万円（前期末45,502百万円）で、前期末より10,160百万円減少
棚卸資産 当期末24,982百万円（前期末26,297百万円）で、前期末より1,315百万円減少
⾃⼰資本⽐率 78.2％（前期末85.2％） 1株当たり純資産2,251円

貸借対照表〔連結〕

（百万円）
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（百万円未満切り捨て表⽰）



キャッシュ・フロー計算書〔連結〕

（百万円）

営業活動によるキャッシュ・フロー 税⾦等調整前当期純損失の発⽣により、44億61百万円の資⾦の減少
投資活動によるキャッシュ・フロー 有形固定資産の取得による⽀出などにより、32億22百万円の資⾦の減少
財務活動によるキャッシュ・フロー 短期借⼊⾦の増加などにより、53億76百万円の資⾦の増加
現⾦及び現⾦同等物の期末残⾼ 前期末に⽐べ24億46百万円減少しました。

-15-

2024年3⽉期 期末2025年3⽉期 期末項 ⽬

△4,120△4,461営業活動によるキャッシュ・フロー

△167△3,222投資活動によるキャッシュ・フロー

3485,376財務活動によるキャッシュ・フロー

1,232△138現⾦及び現⾦同等物に係る換算差額

△2,707△2,446現⾦及び現⾦同等物の増減額（△減少）

15,51712,809現⾦及び現⾦同等物の期⾸残⾼

12,80910,363現⾦及び現⾦同等物の期末残⾼
（百万円未満切り捨て表⽰）
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Ⅱ．2026年3⽉期業績計画



2026年３⽉期業績計画〔連結〕
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2025年３⽉期前年⽐（％）2026年３⽉期

32,520+36.8％44,500売上⾼

△11,914－1,500営業利益

△11,481－2,300経常利益

△14,275－2,000親会社株主に帰属する
当期純利益

(百万円)

通期計画の前提 為替レート 140円／⽶ドル 160円／ユーロ

(百万円)



2026年３⽉期業績計画〔連結〕
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（百万円）

営業利益前期⽐
（％）

売上⾼

通 期通 期

6,600+49.8%34,800横 編 機

600+6.5%3,000ﾃﾞｻﾞｲﾝｼｽﾃﾑ関連

0△7.4%700⼿袋靴下編機

1,000+5.0%6,000そ の 他

△6,700消 去

1,500+36.8%44,500合 計

【事業セグメント別】



2026年３⽉期業績計画〔連結〕
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243億円

85億円

74億円

アジア

欧 州

⽇ 本
その他

18億円

中 東

25億円

連結
445億円

【地域別売上⾼】
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Ⅲ．株主還元



株主還元
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35.0

55.0

10.0

55.0

20.0

2025年３⽉期（予定） 中間配当⾦５円 期末配当⾦５円

（円）

0

10

20

30

2021/3 2022/3 2023/3 2024/3 2025/3
（予定）

2026/3
（計画）

10.0

10.0

2026年３⽉期（計画） 中間配当⾦10円 期末配当⾦10円

5.0
5.0

【配当⽅針について】
中期経営計画「Ever Onward 2026」に基づき、収益⼒の向上につながる積極的な
成⻑投資と財務体質の強化に努めながら、連結配当性向40％を⽬安に株主配当を
⾏うことで、株主還元の充実を図る。



〈補⾜資料〉為替前提
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2026年３⽉期
（計画）

2025年３⽉期（実績）2024年３⽉期（実績）

期末為替レート平均売上レート期末為替レート平均売上レート

１４０円１４９.５２円１５２.６５円１５１.４１円１４２.７１円ドル

１６０円１６２.０８円１６３.８５円１６３.２４円１５５.００円ユーロ

為替レート

2026年３⽉期（計画）

１００百万円ドル

３０百万円ユーロ

為替感応度
(1円の変動による営業利益への影響）



研究開発費・設備投資等の推移〔連結〕

（億円）

26年３⽉期（計画） 設備投資23億円（リース資産8億円含む）
減価償却費10億円、研究開発費37億円
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25年３⽉期（実績） 設備投資20.9億円（リース資産2.8億円含む）
減価償却費11.8億円、研究開発費37.5億円

0

20

40

60

2022/3 2023/3 2024/3 2025/3 2026/3
(計画）

研究開発費研究開発費

減価償却費

設備投資



トピックス

■回復基調のイタリア⾼級ブランド向けに
ホールガーメント®横編機の最新機種をPR

-24-

また、初の試みとして、学⽣を中⼼とした10名の若⼿デザイナー制作のニットサンプルの展⽰と来場者
参加型のコンテストを実施し、新世代の発想⼒によるニットの新たな可能性を⽰すとともに、ファッション
業界への貢献を含めた当社の⼈材育成に対する姿勢を⽰す機会になりました。

Pitti Immagine Filati
（2025年1⽉28⽇〜30⽇ イタリア、フィレンツェ）

世界的なアパレルブランドやニットメーカー関係者も来場する
⽷・ニット素材の歴史ある国際展⽰会。
当社ブースでは、ホールガーメント®横編機の最新機種
SWG-XR®22のデモ編成や、APEXFiz®、yarnbank®等
の包括的な提案を⾏いました。



トピックス
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GTEʻ25
（2025年2⽉12⽇〜15⽇、インド、グレーターノイダ）

テキスタイルおよびファッション業界向け国際⾒本市。
開催地近郊の⾸都デリーにバイイング・オフィスを構えるグローバル
アパレルブランドのスタッフも来場。当社のプレゼンスをさらに⾼める
機会となり、ホールガーメント®をはじめとしたコンピュータ横編機や
APEXシリーズ、各種オンラインサービスの拡販に⼤いに期待できる
展⽰会となりました。

GMMSA Expo India
（2025年2⽉7〜10⽇、インド、ルディアナ）

インドで開催される縫製機械および繊維産業の最新製品や技術を紹介する展⽰会。
当社ブースでは、ホールガーメント®に関⼼を寄せる来場者が多く、多くの⽅から⾼い評価をいただき
ました。さらに、⾼いコストパフォーマンスを実現する成型機N.SSR®112シリーズにおいて、その価格
と⽣産性が注⽬を集め、技術⼒とともに価格競争⼒においてもプレゼンスを⽰しました。

■成⻑市場インドにも提案強化



本資料に記載されている当社の計画および業績の⾒通し、戦略などは発表⽇時点において⼊⼿して
いる情報および合理的であると判断する⼀定の前提に基づいており、様々な要因により⼤きく異な
る可能性がありますことを、予めご承知おきください。


